
印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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☆
お
名
前
の
由
来
は
？

―
字
画
が
良
く
、
親
し
み
を
込
め
て
呼
び
や
す
い
名
前
と
い
う
こ
と
で
決

め
ま
し
た
。

☆
ど
ん
な
子
で
す
か
？

―
い
た
ず
ら
小
僧
で
す
。
手
あ
た
り
次
第
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
出
し
ち
ゃ
い

ま
す
。
玄
関
に
飾
っ
て
あ
る
大
き
い
水
槽
も
臆
せ
ず
バ
ン
バ
ン
叩
き
ま

す
。
最
近
で
は
家
の
階
段
を
上
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
の
か
た

ま
り
で
す
。

☆
最
近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
？

―
ハ
イ
ハ
イ
は
７
か
月
く
ら
い
か
ら
し
ま

し
た
。
最
近
は
自
分
で
立
っ
て
一
歩
か

二
歩
前
に
歩
く
よ
う
に
な
り
、
バ
イ
バ

イ
と
手
を
振
る
こ
と
も
覚
え
ま
し
た
。

毎
日
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
す
！

☆
家
族
と
の
過
ご
し
方
は
？

―
お
風
呂
に
は
毎
日
パ
パ
と
楽
し
く
入
り

ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
一
緒

に
遊
ん
で
、
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
す
。

☆
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
健
康
に
育
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
可
愛
い
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
ね
！

きょうだいにお兄ちゃんとお姉ちゃんが
いる元気いっぱいの末っ子、丈翔くん。
お父さんの智康

ともやす

さんと、お母さんの稚紗
ち さ

さんにインタビューです。

村
山
市
楯
岡

石
川
い
し
か
わ

丈
翔
た
け
る

く
ん
(10
か
月
)

特集：令和２年度 ＪＡみちのく村山特集：令和２年度 ＪＡみちのく村山
農事実行組合長のみなさんをご紹介します農事実行組合長のみなさんをご紹介します

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
来月のあなたの運勢 ６月占いコーナー

【全体運】コミュニケーションが活
発化する中、行き違いも増えそう。
約束は時間や待ち合わせ場所など
きちんと決めて
【健康運】フットケアを重点的に。
つぼ押しも◎
【幸運の食べ物】梅

牡羊座 3/21～4/19 牡牛座 4/20～5/20

射手座 11/23～12/21

双子座 5/21～6/21 蟹 座 6/22～7/22

獅子座 7/23～8/22 乙女座 8/23～9/22 天秤座 9/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

山羊座 12/22～1/19 水瓶座 1/20～2/18 魚 座 2/19～3/20

い
つ
も
「
ふ
れ
あ

い
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
か
ら
広
報
担
当
が
変
わ

り
ま
し
た
。
充
実
し
た
『
ふ
れ

あ
い
』
を
皆
様
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
報
道
ば
か
り
で
す
が
、
27

年
前
に
私
の
保
育
園
の
入
園
記

念
に
両
親
が
植
え
て
く
れ
た
桜

の
木
は
優
し
く
も
力
強
く
花
を

咲
か
せ
、
周
り
の
桜
の
木
と
共

に
希
望
の
光
を
与
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

来
年
は
家
族
や
友
人
と
、
美

し
く
咲
い
た
満
開
の
桜
の
木
の

下
で
、
笑
い
話
を
し
な
が
ら
楽

し
い
お
花
見
が
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

後編
記集

【全体運】予定通りに進まなくても
慌てないで。スケジュールを調整
すれば何とかなります。笑顔が幸
運を招く鍵
【健康運】散歩など、手軽に始めら
れる運動を
【幸運の食べ物】イワシ

【全体運】運勢は吉凶混合。丸ごと
うまくはいかないので良い方は伸
ばし、攻められたら防戦を。めり
はりが大事
【健康運】帽子や日傘で紫外線対策
をして安心
【幸運の食べ物】トマト

【全体運】楽しい話題が多く心弾み
そう。買い物は念入りな下調べで
満足度が大幅アップ。お得情報は
身近なところに
【健康運】エクササイズは本やネッ
ト動画を参考に
【幸運の食べ物】シシトウ

【全体運】問題多発の気配。周囲の
言葉に耳を傾け、改善策を講じま
しょう。粘り強さを発揮すれば結
果は付いてきます
【健康運】無理は禁物。疲れを残さ
ない日程で
【幸運の食べ物】サクランボ

【全体運】運勢は次第に荒れ模様に。
情報はまず出どころを確かめて。
迷ったときにはパートナーに判断
を任せるのが良さそう
【健康運】人気のストレッチメニュ
ーを試して
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】主役運が巡ってきていま
す。身だしなみはおしゃれを意識
して流行のアイテムをプラス。う
れしい出来事あり
【健康運】食べ過ぎに注意。食事は
バランス良く
【幸運の食べ物】大葉(シソ)

【全体運】梅雨の晴れ間のような爽
やかな運気です。高めの目標を設
定して頑張れば、うれしい成果が。
説明は丁寧に
【健康運】シーツや枕カバーは小ま
めに洗濯を
【幸運の食べ物】インゲン

【全体運】パワフルに動き回れる好
調運。優先順位を考えて効率良く
動きましょう。見晴らしの良い開
けた場所にツキ
【健康運】外出後はうがい、手洗い
を忘れずに
【幸運の食べ物】ビワ

【全体運】ほっと一息つける穏やか
な運気。趣味やティータイムを楽
しんで。感性も豊かに。美術や音
楽鑑賞にも最適
【健康運】体調不良は改善へ。シェ
イプアップも吉
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運上昇運です。計画推進に
力を入れればゴールは間近。状況
を再分析しての見直しは吉と出ま
す。連絡は早めに
【健康運】体を動かすほど元気でい
られそう
【幸運の食べ物】キス

【全体運】あれもこれもやらなけれ
ばと気負い過ぎてリズムを乱して
しまいそう。できそうにないこと
は早めにお断りを
【健康運】旬の食材を取り入れた食
事が元気の源
【幸運の食べ物】ドジョウ
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第１号 令和元年度資産査定結果について
第２号 令和元年度貸倒引当金繰入について
第３号 尾花沢農産加工(有)に対する外部出資の減損処

理について
第４号 令和元年度事業損益計算書・剰余金処分(案)に

ついて
第５号 常勤理事候補、女性理事候補、常勤監事候補、

員外監事候補者の推薦について
第６号 みのり監査法人による監査における報酬額の

決定について
第７号 第25回通常総代会開催日程及び付議案件につ

いて
第８号 連結財務諸表作成にかかる連結の範囲について
第９号 不良債権の処理方針について
第10号 経理規程の変更について
追加 決算賞与の支給について

【報告事項】
・経過報告および行事予定について

・主要勘定・安全性の指標について
・内部監査報告（個人情報保護・貯金データ整備）につ
いて

・令和元年度組合員の加入脱退について
・苦情処理定期報告について
・第４四半期（事務ミス、自主検査、反社等取引）につ
いて

・大石田カントリー修繕及び施設機能強化に係るフルオ
ートシステム更新について

・大口信用供与先の経営状況等について
・貸出金延滞債権・経済未収金固定化債権支店別明細に
ついて

・余裕金の運用状況について
・コロナ対策資金について
・信用窓口営業時間の短縮について
・連休中のＡＴＭご利用日について
・共済事業 令和２年度一般職員推進要領について
・令和元年度 ㈱みちのくサービスの事業決算書について

第１回理事会が４月22日に開催。
主な議案と内容は次のとおりです。

▼
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け

妻
の
実
家
が
尾
花
沢
で
、
毎
年
訪
れ
て

い
た
な
か
で
高
齢
化
と
農
家
の
減
少
が
進

ん
で
い
る
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
私

が
担
い
手
と
し
て
地
域
を
元
気
に
で
き
れ

ば
、
と
思
い
ま
し
た
。
尾
花
沢
は
米
や
す

い
か
を
は
じ
め
食
べ
物
が
美
味
し
い
で
す
。

初
め
て
食
べ
た
た
ら
の
芽
の
天
ぷ
ら
も
お

い
し
く
て
…
農
業
を
守
ら
な
く
て
は
と
思

い
ま
し
た
。

▼
農
業
で
感
じ
た
こ
と

実
際
に
農
業
を
や
っ
て
み
て
、
薬
学
や

生
物
学
な
ど
の
様
々
な
知
識
や
、
多
彩
な

ス
キ
ル
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
先

輩
農
家
の
方
々
は
、
土
木
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ま
で

こ
な
し
、
す
ご
い
人
ば
か
り
で
す
ね
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

農
作
業
は
な
か
な
か
計
画
通
り
に
は
い

山口県生まれ。神奈川県での会社勤務を経
て、尾花沢で２年間農業を学んだのち2020年
４月に就農しました。農作業はご夫婦での二
人三脚。トンネル張りで忙しいなか、取材に
ご協力いただきました。

尾花沢市新町

井向
いむかい

隆文
たかふみ

さん(43歳)

き
ま
せ
ん
。
で
も
、
刻
一
刻
と
変
わ
る
天

気
の
様
子
を
見
て
、
自
然
と
向
き
合
い
、

相
談
し
な
が
ら
行
う
作
業
は
気
持
ち
が
い

い
で
す
。

▼
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

今
は
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
が
、
地
元
の

方
の
「
訛な

ま

り
」
と
い
う
言
葉
の
壁
に
苦
戦

し
ま
し
た
。
ま
た
前
職
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

が
主
だ
っ
た
の
で
、
体
力
面
で
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
農
家
の
方
は
皆
、
パ
ワ
フ
ル

で
す
！

▼
今
後
の
目
標
は
？

地
域
農
業
の
伝
統
技
術
を
大
事
に
し
つ

つ
、
前
職
の
経
験
を
生
か
し
て
ス
マ
ー
ト

農
業
な
ど
新
し
い
分
野
を
展
開
し
て
い
き

た
い
で
す
。
扱
う
品
目
も
少
し
ず
つ
増
や

し
た
い
で
す
。
ま
ず
は
す
い
か
と
た
ら
の

芽
作
り
を
頑
張
る
ぞ
〜
！

大山さんのご一家はにぎやかな７人家族。今年の４月から保育園に入園した晃慧くんは、妹の紗永大山さんのご一家はにぎやかな７人家族。今年の４月から保育園に入園した晃慧くんは、妹の紗永
ちゃんのことを「さっこー」と呼び、一緒に遊んであげる妹思いの優しいお兄ちゃんです。お手伝いちゃんのことを「さっこー」と呼び、一緒に遊んであげる妹思いの優しいお兄ちゃんです。お手伝い
も好きで、家の農作業にも参加してくれます。紗永ちゃんは得意のハイハイで家の中を行ったり来たも好きで、家の農作業にも参加してくれます。紗永ちゃんは得意のハイハイで家の中を行ったり来た
り。大きい声でかわいい赤ちゃん言葉を発し、家族を和ませてくれます。お兄ちゃんに負けず劣らずり。大きい声でかわいい赤ちゃん言葉を発し、家族を和ませてくれます。お兄ちゃんに負けず劣らず
の活発さもあり、お父さんとお母さんも大いそがしです。取材にお伺いした日は家の滑り台を二人仲の活発さもあり、お父さんとお母さんも大いそがしです。取材にお伺いした日は家の滑り台を二人仲
良く滑って、元気いっぱいに遊んでいました。最近、大山家のイベントで晃慧くんのお誕生会をしま良く滑って、元気いっぱいに遊んでいました。最近、大山家のイベントで晃慧くんのお誕生会をしま
した。家族みんなの愛情をたっぷりと受けすくすくと育つ２人。この先の成長がますます楽しみでした。家族みんなの愛情をたっぷりと受けすくすくと育つ２人。この先の成長がますます楽しみで
す！す！

大石田町海谷

敏 弘 さ ん(55歳）
とし ひろ

大 山 英 子 さ ん(78歳）
おお やま ひで こ

綾 奈 さ ん(28歳）
あや な

まゆみ さ ん(53歳）

も
く
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晃 慧 く ん(３歳）
あさ と

光 輝 さ ん(28歳）
こう き

紗 永 ちゃん(11か月）
さ え

美也子
み や こ

さん(40歳)

晃慧くん晃慧くん

紗永ちゃん紗永ちゃん

新型コロナウイルス感染症に関する大切なお知らせ
このたびの新型コロナウイルスにより影響を受けられたみなさまに、心よりお見舞い申し上げます。

　新型コロナウイルス感染症の被患により、入院された場合、
「疾病による入院」として、入院共済金のお支払対象となります。*

(医療機関等の事情により、宿泊施設や自宅等での療養を余儀なくされた場合も、
所定の証明書をご提出いただくことで入院共済金のお支払対象としてお取り扱いします。* )

　また、新型コロナウイルスにより影響を受けられたご契約者様に対して、
共済掛金の払込猶予期間の延長等、特別な取扱いを実施しております。

詳しくは、お近くの支店窓口までお問い合わせください。

＊ご契約ごとに定められている所定の条件を満たす必要があります。
楯岡支店：55-2405　葉山支店：56-3777　尾花沢支店22-0033　大石田支店：35-3132

「疾病による入院」として、入院共済金のお支払対象

入院共済 支払対象

共済掛 払込猶予期間 延長等 特別 取扱 実施
詳 近 支店窓 問 合

宿泊施設や自宅等での療養を余儀なくされた場合

水仙の花をよく見ると、一本の太い茎か
ら枝分かれして５つの花が咲いているの
がわかります。生命の神秘に驚くととも
に、気持ちが穏やかになりますね。

村山市長善寺村山市長善寺
笹原 正一さんより（写真：葉山支店）笹原 正一さんより（写真：葉山支店）



４５

◆
楯
岡
地
区

奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

西
村

好
彦
（
下
新
町
）

〇
松
岡

眞
一
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

笹
原

忠
市
（
北
町
）

髙
橋

賢
一
（
湯
沢
）

佐
藤

晴
夫
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

佐
々
木

進
（
北
楯
）

寺
西

昇
（
南
楯
）

松
田

義
洋
（
北
馬
場
）

冨
塚

和
良
（
南
馬
場
）

和
泉

昭
男
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

平
山

秋
雄
（
下
笛
田
）

◎
松
田

宜
修
（
南
荒
町
）

土
屋

俊
英
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

◆
大
倉
地
区

◎
齋
藤

敏
之
（
大
上
）

坂
部
喜
代
美
（
林
崎
）

鈴
木

浩
（
金
谷
）

○
鈴
木

正
（
行
川
）

鈴
木

勝
（
中
沢
）

齋
藤
美
智
男
（
新
山
）

◆
西
郷
地
区

斉
藤

悟
（
碁
点
）

工
藤

一
男
（
浦
）

須
藤

良
一
（
中
条
）

伊
藤

正
彦
（
田
沢
下
）

〇
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

今
田

孝
志
（
新
山
寺
）

菅
原

昭
雄
（
今
宿
）

榎
本

義
篤
（
新
町
川
端
）

〇
小
座
間
智
夫
（
四
日
町
）

吉
田

茂
（
東
町
）

大
類
清
一
郎
（
大
石
田
上
ノ
原
）

今
田

榮
夫
（
井
出
）

近
江

光
明
（
曙
町
）

早
坂

英
樹
（
岩
ヶ
袋
）

鈴
木

勝
志
（
上
ノ
台
）

工
藤

英
昭
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

三
浦

一
人
（
鷹
巣
２
）

石
山

吉
信
（
鷹
巣
３
）

海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

芳
賀

富
弥
（
豊
田
）

遠
藤

保
（
川
前
）

〇
青
木

忠
弘
（
大
浦
）

海
藤

義
則
（
次
年
子
）

鑓
水

武
（
白
鷺
）

柴
田

治
（
宿
）

須
藤

昭
信
（
上
宿
）

後
藤

正
良
（
乙
宿
）

田
中

和
幸
（
中
組
）

須
藤

啓
一
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

矢
萩

政
義
（
浮
沼
第
２
）

板
垣

英
樹
（
道
六
）

◎
板
垣

藤
男
（
名
取
第
１
）

板
垣

義
和
（
名
取
第
２
）

髙
木

栄
悦
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

○
太
田

幸
信
（
大
淀
）

齊
藤

隆
（
長
島
）

◆
袖
崎
地
区

鈴
木

洋
一
（
本
飯
田
第
１
）

石
川

精
一
（
本
飯
田
第
２
）

齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東
）

後
藤

清
一
（
本
飯
田
第
３
西
）

斎
藤

照
夫
（
本
飯
田
第
４
）

鈴
木

力
（
本
飯
田
第
５
）

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
）

佐
藤

民
雄
（
土
生
田
第
１
）

阿
部

登
（
土
生
田
第
２
）

小
室

弘
之
（
土
生
田
第
３
）

森

好
春
（
土
生
田
第
４
）

◎
永
井

清
隆
（
土
生
田
第
５
）

平
山

繁
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

○
鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

◆
葉
山
地
区

佐
藤

富
夫
（
楯
下
釜
）

芦
野

繁
男
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

芦
野

富
慶
（
新
宿
）

奧
山

篤
士
（
下
宿
）

三
條

淳
（
平
野
）

篠
原

聰
（
北
口
）

片
桐

清
治
（
水
南
）

軽
部

弘
俊
（
東
）

菊
地

正
哲
（
門
前
）

芦
野

清
（
河
原
前
）

小
玉

悟
（
下
原
）

髙
谷

邦
雄
（
上
原
）

海
老
名
正
度
（
楯
）

後
藤

修
（
宝
）

後
藤

惣
一
（
天
神
）

藤
田

正
志
（
上
久
保
）

古
原

章
司
（
下
久
保
）

渡
辺

啓
治
（
下
小
路
）

鈴
木

正
雄
（
矢
木
沢
）

〇
後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

石
川

賢
也
（
下
荒
敷
）

大
沼

貞
治
（
上
荒
敷
）

布
宮

正
行
（
北
山
）

青
木
樹
代
太
（
上
ノ
宿
）

渡
邊

陽
一
（
巾
木
田
）

松
田

森
男
（
上
仲
宿
）

松
田

隆
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

◆
大
高
根
地
区

黒
沼

寿
一
（
上
深
沢
大
林
）

高
橋

長
浩
（
下
深
沢
）

大
室

庄
悦
（
道
田
）

井
上

長
一
（
楯
）

矢
作

光
儀
（
外
宿
）

大
場

耕
一
（
平
林
）

石
澤

誠
吉
（
上
中
原
）

狩
野

正
行
（
下
中
原
）

工
藤

宏
（
里
）

菊
池

慶
士
（
森
）

矢
作

和
男
（
小
滝
）

水
沢

誠
（
境
ノ
目
）

◎
酒
井

久
次
（
中
山
大
谷
地
）

阿
部

憲
一
（
新
西
）

井
上

和
彦
（
下
小
屋
）

〇
井
上

孝
（
大
石
）

井
上

敏
正
（
大
鳥
居
）

◆
戸
沢
地
区

齋
藤

邦
弘
（
本
郷
）

◎
笹
原

芳
（
水
口
）

齋
藤

與
一
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

茂
規
（
日
影
）

○
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

井
澤

一
裕
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

小
野

宗
雄
（
反
田
）

髙
橋

稔
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

奥
山

良
策
（
船
橋
）

卯
野

清
策
（
共
栄
）

細
谷
孝
太
朗
（
土
海
在
家
）

伊
藤

勝
義
（
北
畑
）

保
科

和
廣
（
弓
田
）

中
里

邦
男
（
新
町
）

大
沼

貞
義
（
新
田
）

齋
藤

敏
幸
（
宮
下
第
１
）

大
沼

繁
（
宮
下
第
２
）

◆
尾
花
沢
地
区

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

柴
田

雄
（
上
町
２
）

◎
大
類
喜
久
男
（
上
町
３
）

間
宮

清
（
上
町
４
）

阿
部

彰
雄
（
上
町
５
）

鈴
木

明
（
梺
町
１
）

奥
山

仁
志
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

佐
藤

惣
一
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

遠
藤

輝
男
（
新
町
５
）

後
藤

芳
和
（
朧
気
）

大
山

誠
（
二
藤
袋
１
）

大
山

哲
夫
（
二
藤
袋
２
）

大
山

良
一
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

孝
一
（
二
藤
袋
開
拓
１
）

菅
野

健
一
（
二
藤
袋
開
拓
２
）

○
大
類

金
弥
（
田
沢
）

佐
藤

義
昭
（
牛
房
野
１
）

今
野

春
義
（
牛
房
野
２
）

星
川

哲
弥
（
牛
房
野
３
）

星
川

喜
一
（
牛
房
野
４
）

髙
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

豊
（
和
合
）

◆
福
原
地
区

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

矢
作

鼎
（
荻
袋
２
）

佐
々
木
喜
代
志
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

奥
山

啓
二
（
寺
内
３
）

星
川

邦
男
（
西
原
１
）

廣
瀬

正
吉
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
志
一
（
南
沢
２
）

○
小
松

良
雄
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

啓
次
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

斎
藤

吉
徳
（
名
木
沢
４
）

有
沢

正
幸
（
西
野
々
）

阿
部

勉
（
毒
沢
）

◆
宮
沢
地
区

押
切

敏
一
（
上
の
宿
）

大
類

義
輝
（
正
厳
１－

１
）

○
菅
藤

成
夫
（
正
厳
１－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

堀
江

悦
郎
（
正
厳
３
）

加
藤

誠
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

堀
江

三
利
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

片
倉

茂
司
（
中
島
）

森
山

積
（
押
切
）

髙
橋

陽
司
（
高
橋
）

大
貫

信
生
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

拓
己
（
市
野
々
）

鈴
木

信
雄
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

◆
玉
野
地
区

鎌
田

政
光
（
下
原
田
）

菅
野

晴
吉
（
北
郷
）

菅
野

文
博
（
坂
本
）

〇
折
原

政
美
（
鶴
巻
田
）

髙
橋

昭
（
鶴
巻
田
）

◎
落
合

正
男
（
母
袋
）

西
塚

孝
志
（
粟
生
）

小
関

武
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

折
原

輝
秋
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

◆
常
盤
地
区

◎
豊
島
記
代
司
（
三
日
町
）

鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

田
村

正
則
（
袖
原
）

古
瀬

政
義
（
荒
町
）

伊
藤

忠
義
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

大
戸

一
雄
（
畑
沢
１
）

古
瀬
憲
一
郎
（
畑
沢
２
）

斎
藤
喜
久
男
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

草
刈

千
尋
（
六
沢
１
）

柴
崎

志
一
（
六
沢
２
）

秋
保

雅
史
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

本
間

俊
一
（
中
里
）

○
西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

大
類

敦
志
（
紅
内
）

◆
大
石
田
地
区

髙
橋

金
雄
（
上
宿
）

伊
藤

実
（
下
宿
・
黒
滝
）

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

久
（
坂
ノ
上
）

髙
橋

善
作
（
来
迎
寺
）

奥
山

彦
也
（
里
）

笹
原

浩
生
（
田
沢
上
）



▼配達されたすいか苗

６７

＊
出
身
地
は
？

秋
田
県
で
す
。
秋
田
の
農
業
高
校
を
卒

業
後
、
新
庄
市
に
あ
る
山
形
県
立
農
林
大

学
校
に
進
学
し
農
業
を
学
び
ま
し
た
。

＊
趣
味
は
？

運
動
で
す
。
学
生
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
経
験
が
あ
り
、
体
力
に
は
自
信
が
あ

り
ま
す
！

＊
現
在
の
仕
事
内
容
は
？

集
荷
場
で
の
青
果
物
の
集
荷
作
業
、
市

況
の
整
理
な
ど
で
す
。

＊
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

優
し
く
て
お
も
し
ろ
い
人
が
い
い
で
す

ね
。

＊
今
後
の
目
標
は
？

畑
作
業
が
大
好
き
で
学
生
時
代
に
メ
ロ

ン
や
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
な
ど
を
作
り
ま
し

た
。
農
業
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
中

で
す
が
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
つ
つ
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
農
家
の

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

４
月
16
日
に
大
石
田
地
区
で
４
月
18
日
に

尾
花
沢
地
区
で
水
稲
催
芽
種
子
の
配
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

芽
出
し
処
理
を
行
っ
た
種
子
が
、
職
員
に

よ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、
地
区
内

の
稲
作
農
家
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の

令
和
２
年
度
の

令
和
２
年
度
の

催
芽
種
子
配
達

催
芽
種
子
配
達

催
芽
種
子
配
達

大石田ですいか大石田ですいか大石田ですいか
苗の配達始まる苗の配達始まる苗の配達始まる
４月中旬から大石田営農セ
ンターで、すいか生産部会員
へのすいか苗の配達が始まり
ました。大玉すいかは「祭ば
やし777」、小玉すいかは「ひ
とりじめ7－EX」を主に取
扱っています。配達作業は５
月いっぱい続きます。

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
た
だ
い
ま
出
荷
中

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
た
だ
い
ま
出
荷
中

加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
た
だ
い
ま
出
荷
中

村
山
地
区
で
４
月
か
ら
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
。
特

に
主
力
商
品
の
「
佐
藤
錦
」
は
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
生
産
者
は
連
日
の
作

業
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
で
、
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
。
果
実
選
果

施
設
の
作
業
レ
ー
ン
に
は

厳
選
さ
れ
た
宝
石
の
よ
う

な
さ
く
ら
ん
ぼ
が
並
べ
ら

れ
、
続
々
と
出
荷
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
さ
く

ら
ん
ぼ
の
出
荷
作
業
は
５

月
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で

す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
一
つ

ひ
と
つ
の
化
粧
箱
に
生
産

者
の
顔
写
真
を
貼
っ
た

「
顔
の
見
え
る
販
売
」
で

安
全
・
安
心
の
さ
く
ら
ん

ぼ
を
届
け
て
い
ま
す
。

４
月
15
日
、
尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ

ト
マ
ト
研
究
会
は
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
会
長
に
就
任

し
た
西
塚
貞
男
会
長
は
「
新
年
度
早
々
か
ら

大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
研
究
会
発

展
の
た
め
に
尽
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
副
会
長
に
今
野
五
郎
さ
ん
、
監
事
に

柴
崎
盛
雄
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
心
配
さ
れ
る
中
で

の
開
催
だ
っ
た
た
め
、
全
て
の
議
案
で
一
部

省
略
す
る
な
ど
時
間
短
縮
に
つ
と
め
、
短
時

間
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
研
究
会

ミ
ニ
ト
マ
ト
研
究
会

ミ
ニ
ト
マ
ト
研
究
会

役
員
改
選
、
新
体
制
に
な
る

役
員
改
選
、
新
体
制
に
な
る

役
員
改
選
、
新
体
制
に
な
る

▲指定の場所へ種子を配達
(大石田） ▲トラックへ積み込みを行う職員(尾花沢)

◀生産農家の元へ
ていねいにお届け

▶
続
々
と
レ
ー
ン
を
流
れ
る
化
粧
箱

▲見ているだけでおいしさが伝わってくるさくらんぼ

▲総会の様子

産
直
｢つ
な
ぎ
｣春
の
オ
ー
プ
ン

産
直
｢つ
な
ぎ
｣春
の
オ
ー
プ
ン

産
直
｢つ
な
ぎ
｣春
の
オ
ー
プ
ン冬

期
間
、
売
り
場
を
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
い
し
だ
に
移
転
し
て
い
た
大
石
田

地
区
の
農
産
物
直
売
所「
産
直
つ
な
ぎ
」

が
、
４
月
11
日
に
春
の
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
朝
か

ら
生
産
者
が
小
松
菜
や
ホ
ウ
レ
ン
草
、

山
菜
や
加
工
品
な
ど
を
持
ち
込
み
、
お

客
さ
ん
も
次
々
に
来
店
。
新
鮮
な
採
れ

た
て
の
野
菜
や
加
工
品
を
購
入
し
て
い

ま
し
た
。「
産
直
つ
な
ぎ
」
の
営
業
時

間
は
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
５
時
半
。

定
休
日
は
毎
週
水
曜
日
で
す
。

▲今年も営業スタート産直つなぎ

▲つなぎで購入したパンを頬張る子供たち

▲新鮮な野菜を買い求めるお客さん

令
和
２
年
度
新
採
職
員
で
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

嵯峨
さ が

美咲
みさき
さん(20歳)

星座 獅子座 血液型 A
所属部署
尾花沢営農センター 園芸課

新 人 紹 介 コ

ー

ナ

ー



８９

大
石
田
中
央
給
油
所
新
築
工
事
の
起
工
式

が
４
月
７
日
、
大
石
田
地
区
の
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
に
は
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
と

み
ち
の
く
サ
ー
ビ
ス
の
役
職
員
や
関
係
事
業

者
ら
約
40
人
が
出
席
。
神
事
を
執
り
行
い
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
今
後
、
工
事

は
現
在
の
給
油
所
を
営
業
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
ま
す
。
新
給
油
所
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

は
令
和
２
年
12
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

起
工
式
で
工
事
の

起
工
式
で
工
事
の

起
工
式
で
工
事
の

安
全
を
祈
願

安
全
を
祈
願

安
全
を
祈
願

手作りマスク作成手作りマスク作成手作りマスク作成
尾花沢地区

女性部貸衣裳
事業では、地
域貢献活動の
一環として再
生布マスクの

▲安全を祈願し鍬入れを行う
折原代表取締役

▶
神
事
の
様
子

▼色とりどりの手作りマスク

催
芽
種
子
の

催
芽
種
子
の

催
芽
種
子
の

引
き
渡
し
が
始
ま
る

引
き
渡
し
が
始
ま
る

引
き
渡
し
が
始
ま
る

村
山
市
中
央
育
苗
組
合
は
４
月
６

日
、
村
山
市
中
央
育
苗
セ
ン
タ
ー
で

神
事
を
執
り
行
い
、
今
年
の
豊
穣
と

作
業
員
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

取
り
扱
う
品
種
は
「
は
え
ぬ
き
」「
つ

や
姫
」「
山
形
95
号
」「
雪
若
丸
」
の

４
種
類
。
今
年
度
の
播
種
予
定
枚
数

は
約
３
６
，
８
０
０
枚
の
予
定
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村
山
市
の
米
栽

培
の
う
ち
、
特
に
つ
や
姫
に
つ
い
て

は
温
湯
消
毒
処
理
か
ら
催
芽
ま
で
の

作
業
を
全
面
的
に
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
催
芽
種
子
の
引
き
渡
し
と
播
種

作
業
は
４
月
12
日
か
ら
始
ま
り
、
同

セ
ン
タ
ー
は
春
ら
し
い
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

▲播種作業で積み重なる苗箱

▲催芽種子の引き渡し

▲安全祈願祭の様子

作成をしています。手作りマスクは産直館
「はいっと」、尾花沢支店にてお買い求めいた
だけます。

▶
現
在
の
大
石
田
中
央
給
油
所

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

詳しい内容のお問い合わせはお近くの農機センターまで｡
村山農機センター ☎0237-55-6130
尾花沢農機センター ☎0237-22-0088
農機大石田事業所 ☎0237-35-3793

尾花沢地区女性部貸衣裳室尾花沢地区女性部貸衣裳室
営業時間変更のお知らせ営業時間変更のお知らせ

新型コロナウイルス感染予防策の一環として営業
時間を以下のとおりとさせて頂きます。

期間：４月11日(土)～当面の間
【平日】【土日】9：00～12：00(午前のみ)

定休日・水曜日・祝日
※事前にご予約頂ければ、上記営業時間外でも対応
しますのでお気軽にお電話ください。

貸衣裳のお問い合わせは
尾花沢地区女性部貸衣裳室 ☎0237-22-1708

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻
化するなかで「無料職業紹介所」を開所しました。
当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇用関
係の成立を斡旋いたします。

さくらんぼ農家で働いてみませんか！さくらんぼ農家で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

求人情報の提供
後日、紹介所から求人のある農家が紹介されます

ので、農家に電話して面接日時等を確認して下さい。

農家との面接
農家から指定された日時に訪問し、作業内容や就

業条件を確認して下さい。

採用通知
面接後または後日、農家から採用または不採用の

連絡があります。

就 業
採用の連絡があったら、雇用契約を締結し、指定

された日から雇用が始まります。

※申込みは新型コロナウイルス感染症対策のためＪＡ
みちのく村山管内在住者に限らせていただきます。

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２
年４月20日より営業時間を以下のとおり短縮して営
業しております。

金融窓口営業時間変更のご案内金融窓口営業時間変更のご案内

営業時間：午前９時から午後３時まで(平日)
実施期間：当面の間
変更店舗：楯岡支店・葉山支店

尾花沢支店・大石田支店
組合員・利用者の皆様には、ご不便とご迷惑をお

かけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

ウイルス感染防止とお
客様が安心してご入店い
ただく為に、各カウン
ターにビニールカーテン
を設置いたしました。 共済カウンター共済カウンター 金融カウンター金融カウンター 融資カウンター融資カウンター

作業機(直装式)付きトラクタ作業機(直装式)付きトラクタ作業機(直装式)付きトラクタ
公道走行フローチャート公道走行フローチャート公道走行フローチャート

国土交通省の法令改正により、保安基準を満たすことでトラク
タに作業機(直装式)を付けたまま公道走行をすることが可能にな
りました。ただし、公道走行が可能な保安基準に適合しているか
どうかはトラクタ使用者が責任を負うことになります。

Ｑ１．作業機(直装式)を装着した場合の寸法が全長4.7ⅿ以下、
全幅1.7ⅿ以下、全高2.0ⅿ以下(安全キャブ・フレームは2.8
ｍ以下)、最高速度15㎞/ｈ以下の全てを満たしますか？

Ｑ２．作業機を装着しても、灯火器類(方向指示器、後部反射
器、前照灯、車幅灯、尾灯、制動灯、後退灯)は確認でき
ますか？

①作業機の端から灯火器の取付
位置までの距離が40㎝を超え
る場合は作業機の両端に反射
器(前面白色、後面赤色)を設
置する必要があります。
②その場合、標識 を後面の
見やすい位置に表示する必要
があります。

①標識 を後面の見や
すい位置に表示する必
要があります。
②確認できない灯火器類
については、所定の位
置に灯火器類を別途設
置する必要があります。

大型特殊自動車免許が必要です。
さらに、
①全幅が1.7ⅿ超の場合は機体左側
にもサイドミラーが必要です。

②全幅が2.5ⅿ超の場合は道路法に
基づく特殊車両通行許可および標
識等の設置が必要です。

小型特殊自動車免許
(普通免許)で公道走行
が可能です。

安定性が確認された作
業機ですか？

運行速度15㎞/ｈを超
えて走行可能です。

①運行速度15㎞/ｈ以下に制限
②標識「 運行速度15キロ
メートル毎時以下」を後面の
見やすい位置及び運転席に表
示する必要があります。

はい いいえ 確認できる 確認できない

はい いいえ

求職の申込み
紹介所の窓口を訪れるか、電話で求職を申
し込んで下さい。
窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に予
約して下さい。

支店よりお知らせ

⬇

⬇

⬇

⬇



17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

❶初夏にピンクや紫色の花を
咲かせます

❷パンダの餌になる植物
❸相撲取りのリングネーム
❹煮た小豆に砂糖を混ぜて作
ります

❺那須与一はこれの名手
❽出口の反対語
❾湖などの水を取り除いて陸
地にすること

11ギリシャ神話の登場人物。
鳥の羽根をろうで固めて翼
を作り、空を飛びました

13臼でひいて粉にした茶
15入院した友人のお――に行
った

16『桃太郎』でおじいさんが刈
りに行った物

17刀の手で持つ部分

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

18

19

16

17

14

15

10

11

12

13

９

６

７

８

１

２

３

４

５

⬇ タテのカギ
❶そんなの簡単さ、――前だ
よ

❹６月ごろの長雨のこと
❻東京と北京では１時間、東
京とモスクワなら６時間

❼ラブレターです
❾漢字で書くと金糸雀。美し
い声で鳴く小鳥です

10学級――の進行で学級会が
行われた

12下仁田ネギや水沢うどんで
知られる県

14――は210円、往復で420円
です

16ホッキョクグマの別名です
17黒、赤玉、鹿沼といえば
18停留所に止まりながら客を
運びます

19宴会によく使われる飲食店

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
答え

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

Ｃ

Ａ

1011

➡ ヨコのカギ

Ｄ

４月号の答え ｢シヨウブユ｣

◆
た
く
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

「
私
、こ
う
や
っ
て
「
の
ん
び

り
」
し
て
い
ま
す
」
で
す
。

休
日
、
家
事
を
終
え
て
の
ひ

と
と
き
、
農
作
業
の
合
間
の
時

間
。
何
か
と
忙
し
い
毎
日
、
休

み
時
間
は
皆
さ
ん
ど
う
や
っ
て

の
ん
び
り
し
ま
す
か
？

と
っ
て
お
き
の
く
つ
ろ
ぎ
方

を
教
え
て
下
さ
い
。

柏
餅
を
食
べ
る
と
き
、
桜
餅
と

同
じ
よ
う
に
柏
の
葉
っ
ぱ
も
食
べ

て
し
ま
い
ま
す
。
僕
だ
け
？

(尾
花
沢
市
お
ば
ろ
う
さ
ん
)

以
前
は
、
こ
ど
も
の
日
が
近
く

な
る
と
鯉
の
ぼ
り
が
あ
ち
こ
ち
の

庭
先
で
屋
根
よ
り
高
く
泳
い
で
い

ま
し
た
。
最
近
は
家
の
中
で
ミ
ニ

鯉
の
ぼ
り
を
飾
る
人
が
多
く
景
色

的
に
寂
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
タ
カ
ち
ゃ
ん
)

端
午
の
節
句
に
は
、
一
年
生
に

な
っ
た
孫
と
一
緒
に
鯉
の
ぼ
り
に

向
か
っ
て
「
う
ち
に
は
男
の
子
が

い
る
ぞ
！
」
と
少
し
自
慢
し
な
が

ら
叫
ん
で
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
74
歳
男
性
)

子
供
の
頃
、
母
の
笹
巻
作
り
を

手
伝
い
ま
し
た
。
私
が
作
っ
た
も

の
は
中
の
も
ち
米
が
出
て
失
敗
ば

か
り
で
し
た
。(尾

花
沢
市
75
歳
女
性
)

こ
ど
も
の
日
と
い
え
ば
男
の
子

は
鯉
の
ぼ
り
と
カ
ブ
ト
飾
り
が
定

番
。
ど
ち
ら
の
設
置
も
半
日
が
か

り
の
重
労
働
だ
が
、
家
族
が
楽
し

く
見
た
り
触
れ
た
り
し
て
い
る
元

気
な
顔
を
見
る
と
疲
れ
も
な
く
な

る
。

(尾
花
沢
市

ア
リ
ン
コ
バ
ァ
バ
ァ
さ
ん
)

わ
が
家
は
男
の
子
が
三
人
。
鯉

の
ぼ
り
も
最
初
は
吹
き
流
し
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
供
と
四

匹
で
し
た
が
次
男
・
三
男
が
生
ま

れ
て
一
匹
ず
つ
増
え
て
最
後
は
六

匹
に
。
懐
か
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
ひ
ま
わ
り
さ
ん
)

こ
ど
も
の
日
は
リ
ナ
・
ワ
ー
ル

ド
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
昔
は
山
交
ラ
ン
ド
で
し
た
。

家
族
五
人
で
行
く
の
が
毎
年
楽
し

み
で
し
た
。

(尾
花
沢
市
ち
い
ば
あ
さ
ん
)

昔
は
、
よ
く
鯉
の
ぼ
り
を
見
か

け
ま
し
た
が
最
近
は
あ
ま
り
見
ず

寂
し
い
で
す
。
徳
良
湖
で
は
た
く

さ
ん
見
ら
れ
て
楽
し
い
。
桜
の
花

見
と
合
わ
せ
て
来
年
こ
そ
は
家
族

で
楽
し
み
た
い
。

(尾
花
沢
市
り
き
ち
ゃ
ん
)

子
供
は
み
ん
な
女
の
子
で
し
た

が
、孫
は
み
ん
な
男
の
子
。そ
の
孫

た
ち
も
今
は
二
十
過
ぎ
。こ
ど
も
の

日
に
贈
っ
た
五
月
人
形
も
今
で
は

懐
か
し
く
、私
も
そ
の
分
歳
を
取

り
ま
し
た
。
(村
山
市
よ
っ
ち
ゃ
ん
)

小
学
生
の
頃
は
鯉
の
ぼ
り
が
楽

し
み
で
し
た
。
最
近
は
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
気
が
…
。
こ
れ
も
少
子

化
の
影
響
？

(大
石
田
町
タ
イ
セ
イ
さ
ん
)

86
年
ぶ
り
で
男
の
子
が
生
ま
れ

て
初
め
て
の
端
午
の
節
句
。
で
も

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
尻
切
れ

ト
ン
ボ
で
す
。
終
息
が
見
え
ず
つ

ら
さ
倍
増
で
す
が
、
柏
餅
を
ほ
お

ば
っ
て
じ
っ
と
耐
え
た
い
。

(村
山
市
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
さ
ん
)

子
供
の
頃
、
毎
年
五
月
五
日
の

地
域
の
春
祭
り
で
は
金
魚
や
お
も

ち
ゃ
、
ど
ん
ど
ん
焼
き
が
楽
し
み

で
し
た
。
今
は
時
代
の
流
れ
か
露

天
商
も
見
か
け
ま
せ
ん
。

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
と
お
友
達
さ
ん
)

集
落
で
子
供
が
遊
ん
で
い
る
の

を
見
る
こ
と
が
な
く
な
り
非
常
に

寂
し
い
で
す
。

(村
山
市
91
歳
男
性
)

徳
良
湖
の
こ
い
の
ぼ
り
を
よ
く

見
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
は

喜
ん
で
見
て
い
た
な
ぁ
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ど
こ
に
も
行
け

な
く
て
残
念
で
す
。

(大
石
田
町
し
だ
れ
桜
さ
ん
)

♪
屋
根
よ
り
高
い
鯉
の
ぼ
り
…

で
も
最
近
は
近
所
で
も
見
る
こ
と

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
我
が
家

で
も
こ
ど
も
の
日
に
は
孫
と
一
緒

に
屋
根
よ
り
高
く
上
げ
た
い
。

(村
山
市
イ
ケ
メ
ン
マ
ダ
ム
さ
ん
)

Ａ

ＪＡみちのく村山
シンボルマークをさがせ！

どこかのページに
「みちのく村山」
シンボルマークが
隠れています！
◎答えは次号！

子
供
の
頃
は
め
ん
こ
や
お
ま
ま

ご
と
で
遊
び
ま
し
た
。
今
の
子
供

は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
。
外
遊

び
も
良
い
も
の
で
す
よ
、
コ
ロ
ナ

が
収
ま
っ
た
ら
是
非
。

(大
石
田
町
シ
マ
リ
ス
さ
ん
)

子
供
の
頃
、
端
午
の
節
句
は
ほ

と
ん
ど
の
家
で
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い

で
い
ま
し
た
が
今
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
忘
れ
ら
れ
た
の
か
な
？

(大
石
田
町パ

ズ
ル
好
き
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。

(大
阪
府
た
ろ
や
ん
さ
ん
)

私
の
親
は
今
も
働
き
者
。
子
供

の
頃
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も

ど
こ
に
も
出
か
け
ず
ひ
た
す
ら
ス

イ
カ
の
苗
植
え
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

(大
石
田
町
マ
リ
ン
ボ
ー
イ
)

毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

(大
石
田
町
タ
ザ
ワ
ジ
イ
)

『ふ
れ
あ
い
』300
号
記
念
ク
イ
ズ

で
米
が
当
た
り
良
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(村
山
市
39
歳
女
性
)

毎
月
読
ん
で
い
ま
す
。

(大
石
田
町
65
歳
女
性
)

Ｃ

ヒ ト コ ト ク キ

カ シ ワ モ チ コ
カ ニ ヤ ト ウ

ト ク カ ツ ド ウ

ウ レ ン キ ユ ウ

ウ ア ブ ミ ン

ヨ ウ ガ コ ウ

Ｄ

こ
ど
も
の
日
と
い
え
ば
、

青
空
を
背
景
に
優
雅
に
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
特
に
今
年
は
、
空
を
見

上
げ
て
少
し
で
も
晴
れ
や
か

な
気
持
ち
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

(村
山
市
ち
ー
マ
マ
さ
ん
)

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
早
く
終
息

す
る
と
い
い
で
す
ね
。

テ
ー
マ
大
賞

こ
ど
も
の
日

｢
こ
ど
も
の
日
｣

※先月号の答えは、７ページの上、
ニュース展望台の右でした。

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』６月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月25日(月)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも記本名・ペンネーム両方とも記
入して下さい入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！
図書カードが当たります！
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

995-001163

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

Ｂ
①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

Ｂ

•チックタックさん(村山市林崎)
•イケメンマダムさん(村山市稲下)
•タカちゃん(尾花沢市中町)
•ひまわりさん(尾花沢市丹生)
•マリンボーイさん(大石田町横山)

Ｅ



《みちのく産直だより》 村山・尾花沢・大石田の産直情報をお届けします！

【村 山】 産直ごてん広場産直ごてん広場産直ごてん広場 山形県村山市碁点1052-3
◆お問い合わせ／0237-52-4150 【大石田】 産直つなぎ産直つなぎ産直つなぎ 山形県大石田町桂木町７-３

◆お問い合わせ／0237-35-3232

「産直ごてん広場」は、
最上川沿いのＪＡグリー
ンごてんに隣接していま
す。地域の農家の皆さん
が手塩にかけて育てた果
物・野菜などを販売中！
周辺には温泉施設やそ

ば屋さんもあり、お食事
や温泉でのひとときを過
ごしながらお立ち寄りい
ただけます。

５～６月の品物は
こちら！

◇さくらんぼ◇さくらんぼ
◇アスパラガス◇アスパラガス
◇アスパラ菜◇アスパラ菜
◇きゅうり◇きゅうり
◇花◇花立派なアスパラが立派なアスパラがずらりずらり

大・大・大人気の大・大・大人気の
いちごいちご

新鮮なリーフレタス新鮮なリーフレタス

きゅうりもきゅうりも
ふんだんにご用意ふんだんにご用意

◆営業時間◆営業時間
8：00～19：008：00～19：00

◆年中無休◆年中無休
※時期により異なります。※時期により異なります。
あらかじめお確かめ下さい。あらかじめお確かめ下さい。

大
石
田
地
域
の
農
作
物
を
販
売
し
て
い
る
「
産
直
つ

な
ぎ
」。
有
名
な
だ
ん
ご
屋
さ
ん
や
温
泉
施
設
の
近
く

に
あ
り
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
頂
け

ま
す
。
駐
車
場
も
完

備
！
夏
に
は
ス
イ
カ

の
直
売
・
直
送
も
行

い
ま
す
。

店内には「生産者の顔」！
安全安心の農作物をお届けしております｡

◆営業時間◆営業時間
9：30～17：309：30～17：30

◆毎週水曜日休◆毎週水曜日休

《保存版》《保存版》



道の駅
尾花沢 花笠の里 ねまる花笠の里 ねまる花笠の里 ねまる 山形県尾花沢市芦沢1195-1

◆お問い合わせ／0237-24-3535 【尾花沢】 おばね産直館はいっとおばね産直館はいっとおばね産直館はいっと 山形県尾花沢市新町５-８-71
◆お問い合わせ／0237-22-2211

◆営業時間◆営業時間
9：00～18：009：00～18：00

◆年中無休(年末年始除く)◆年中無休(年末年始除く)

季節ごとにさまざまな季節ごとにさまざまな
品物をご用意品物をご用意

おいしいジュースありますおいしいジュースあります

国道13号線と尾花沢新庄道路沿いにある、
尾花沢市道の駅「花笠の里ねまる」。店内の
産地直売所「みちのく新鮮市」で、主に尾
花沢～大石田地域の特産品を販売しています。
年間を通してさまざまなイベントも行われ、
特に夏は特産「尾花沢すいか」で大盛り上が

り！旬の農産物や
加工品、その他特
産品を取りそろえ
て皆さんのお越し
をお待ちしており
ます。

◆営業時間◆営業時間
9：00～18：009：00～18：00

◆年中無休(元日除く)◆年中無休(元日除く)

ハケゴなどの手芸品ハケゴなどの手芸品

採れたての野菜・山菜採れたての野菜・山菜 漬物など加工品も充実漬物など加工品も充実

◇山形のお米
◇さくらんぼ
◇旬の野菜
◇山菜

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため営業※新型コロナウイルス感染拡大防止のため営業
状況、営業時間等が変わる場合がございます。状況、営業時間等が変わる場合がございます。

オススメの品物はこちら！

名物 スイカテーブル名物 スイカテーブル

《みちのく産直だより》 村山・尾花沢・大石田の産直情報をお届けします！
《保存版》《保存版》


